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Anodic Oxidation of Aluminum in Aqueous Solutions 
Contain ing Sulfuric Acid and Some Organ ic Acids 
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NIIMI 
Anodic oxidation of aIuminum in aqu回田町，lutions∞ntaining sulfuric acid and one of various 
organic acids was examined. 
The organic acids u鉛d were sulfosalicylic acid， salicylic acid， benzoic acid and h:沼zenesulfonic
acid. 
Use of sulfosalicylic acid had been a patent of Kaiser Aluminium & Che凶回1 Corporation. 
Results obtained were as follows: 
Brownish yellow and abrasion-resistant oxide layers were obtain，巴d by using sulfosalicylic acid. 
Additions of鈎Iicylic acid and benzoic acid were not ef版元ive.









しかし， こ れら の方法は予じめ酸化皮膜を付けて置
く必要があり， 多段階の操作を必要とし煩雑である。
Kaiser Alumi凶um & Chemical白Irporationは硫酸
ースルホサリチル 酸の害解浴を用 いて陽極酸化及び差
色を一段階で行な い特許を得て いる。
著者ら は此の方法に関する事実の詳細 を知り， 尚サ







































種々の濃度の硫酸溶液 ( 2 %， 10%， 18%etc. ) 300 
m!を 電解浴に使用 する300m!容量のビー カーに取り，
その中に所要の添加物(スルホサリチ ル酸， サリチ ノレ




電流密度は3.0 ， 5.0， 7.0Am p/dm 2の3 種類とし，
摺動抵抗を用 いて一定となるように調節した。
電解 中 はマグネチックス ターラー を用 いて終始撹伴
した。






J. 1. S. に従 って行 った。
3.  実験 結果
3 ・1. 硫酸ースルホサリチ ル酸
ス ノレホサリチ ノレ酸は水 ， アルコール， エー テルに非
常に良く 溶ける白色結晶であり溶液は無色透 明であ
表ーI 硫酸ース ノレホ サリチ ノレ 酸
戸市 耐[硫酸溶液 l.e I WIL 限I vこ加えたス | 電流濃 度 1 ルホサリチ |
C%) I ル酸のg数I (Am p/d 
2.0 100 D.C 
1/ 1/ D.C 
1/ 1/ D.C 
11 1/ A. C 
1/ 11 A.C 
1/ 1/ A. C 
10 1.7 D.C 
1/ 1/ D.C 
1/ 1/ D.C 
1/ 1/ A.C 
1/ 1/ A.C 
1/ 1/ A. C 
度 一一~ 食 性(Volt ) 夕、イヤ国 2)開始 最終 (吋盛 ) I (秒〕。 23 30 20以上 1200以上(4 .8) 
.0 24 68 20以上 1/ (3 .8) 
.0 25 71 20以上 11 (3 .4 ) 。 20 22 8 .0 10以下(23.0) 
。 28 29 13.0 27�32 (13.9) 
。 30 34 18.0 3 6�4 2 (10 .7) 
.0 19 19 20以上 600以上(3.4 )  
.0 20 21 20以上 11 (2.7) 
。 21 30 20 〔以3.上6) 11 
.0 11 11 20 25�30 (9.7) 
.0 14 1 6  20以上 85�90 (7. 6) 
。 15 21 20(以5.上0) 160�170 












































" " D.C . 5 .0 19 30 20以上3) (3 . 




" " A.C . 3.0 17 20 20 (9 .5 ) 












" " D.C . 5 .0 17 25 20以上0 ) (3. 





" " A.C .  3.0 1 4 1 4  20 (9 . 4)  




















。 " A.C . 3.0 7 7 20 (9 .8) 




















I! " A.C .  3.0 7 11 10 .6 (1 6 .3 ) 
I! I! A.C .  5 .0 10 16 21 .7 (9 .1) 










I! " A.C .  5 .0 1 6  20 8 . 6 (21 . 6) 
I! I! A.C .  7.0 18 22 9 .0 (18 .9 ) 
る。
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が濃くなる。 皮膜はど れも20μ以上 の厚さを持ち， 耐
食性， 耐摩耗性も非常に良い。 しかし浴電圧は 5 .0
Arnpj，耐では68Volt ， 7.0Arnpj，耐で7 lVolt に達し
62 
温度を低く保つ事は困難になってくる。浴の色は殆ん を生ずる。
ど変ら な い。 交流の場合 ， スルホサリチノレ酸の添加量の少な いと
交流の場合 ， 電流密度を増せば皮膜は黄色を帯びて ころ(1 .0g， 10g etc .) では硫酸だけの場合と良くi以
来る。しかし皮膜の性質は余り良く な い。浴の色は た状態 である。添加量が多 いところ(20g以上 〕では
3.0Amp/dm2 では黄色に， 5.0Amp/dm2 以上では黄 黄色 い斑点や黄色の面が出来るが 均一 性に欠け.る。こ
褐色に着色する。又白金陰極に黄 色の析出物があり指 の場合も浴自体黄色乃至褐色に着色する。
でこすると取れる。 3・2 . 硫酸 サリチル酸
3・1・2 . 硫酸濃度10% ， 18% の場合 サリチル酸は 水に200C で0.22 の溶解度を持つ針状
直流の場合 ， スノレホサリチノレ酸の添加量を変化させ 結晶 である。溶解度以上 加えた場合は一部 液中に懸渇
ても硫酸だけの場合と大差がなく灰色を主とした皮膜 し大部 分は浴面上に浮いて いる。
表-II 硫酸ーサリチノレ酸
日間引匂畑山山県市食枠リチル酸の (ダイヤ)
(%) I g数 (Amp/dm2) ノレ目盛 (秒〕
2.0 3.3 D.C .  7.0 25 30 20以上 12日O以上(6.6) 
11 11 A.C .  7.0 50 80 17.0 45�52 (11 .2) 
10 20 D.C .  3.0 20 20 20以上 600以上(2 .7) 
11 11 D.C .  5.0 20 25 20以上 11 (3.3) 
11 /J D.C .  7.0 25 35 20以上 11 (3.7) 
11 11 A.C .  3.0 18 20 19.5 。(10.3) 
11 11 A.C .  5.0 19 27 20以上 1O�15 (6.4) 
11 11 A.C . 7.0 20 33 20以上 25�30 (7.0) 
18 1.0 D.C .  3.0 15 16 20以上6) (4 .  600以上
11 11 D.C .  5.0 17 22 20以上 11 (3.2) 
11 /J D.C .  7.0 17 26 20以上(4 .1) 11 
11 11 A. C. 3.0 11 13 9.5 10以下(18 .0) 
11 1/ A.C. 5.0 12 13 20(7
以 .
上
1) 1 4�20 
11 11 A. C .  7.0 13 15 20以上 30�43 (7 .2) 
11 20 D.C .  3.0 15 16 20以上 600以上(4.6) 
/J 1/ D.C. 5.0 17 18 20以上 11 (4 . 4) 
11 11 D.C .  7.0 17 19 20 L5以.
上
6) 11 
11 11 A.C .  3.0 8 13 2 .9 10以下(38 .8) 
11 11 A.C . 5.0 14 14 20(8
以上2) 1O�15 

















































































3・2・1. 硫酸濃度2 . 0%の場合
直流の場合， 黒灰色の少 しむ ら の ある皮膜が 出来
た。 硫酸だけの場合の皮膜 と 良 く 似て いる。
交流の場合は 乳 白色の平滑な皮穫が 出 来るO 浴電圧
は 非常に高 く ， 電流密度 7 . 0Am p刈m2 で は20分後に
80Vol tに達 し約 75Vo1 tか ら 火花放電が 起る。 浴の着





































直流 の場合， 灰色を主体 と し た硫酸だけのi谷 と 余 り
変 り が な い皮膜が出 来る。
交流の場合， 黄色 の細かし 、斑点が 出来た。 サリ チ ル
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安怠香駿は水に200C で 0 . 29の溶解度を持つ金|状結
品である。 溶解度以上加え た場合は 一部浴中に懸渇 し
大部分は浴上面に浮いている。
3・3・1. 硫酸濃度2 . 0% の場合













表- lV 硫酸←ベン ゼ ン ス ノレ ホ ン 酸
l霊警i境整陵町! 電流密oc 浴 電 圧i厚さ( μ)耐食性l耐摩耗性i
ロ了
ン
十プ?| -! ??J〈?で)[ '"'' (;
) 
' I  1 '"'' � ; ;  ' x  i _�
__n:_の状況
l〆|の t2: 1 (Amp/dn 菊tfì:nuq.i \. )vEl�) 1 (秒) I (秒)

























D.C. 5.0 i 26 30! 29以上 600以上 I 3600以上 i 手灰色，むらあり(5.9) VVV>CA__L. I úvvV，，^ __L. i 1")凹
D.C. 7.0 I 27 
A.C. 3.0 i 16 
A.C. 5.0 I 32 
A.C. 7.0 I 35 
D.C. 3.0 i 24 
D.C. 5.0 í 25 
D.C. 7.0 1 29 
A.C. 3.0 I 20 
A.C. 5.0 I 30 
A.C. 7.0 I 30 








23 i 29以上(2.7) 
281 20以上(3.8) 
20以上40 I (4.2) 
50 12.4 (14.6) 
20以上80 : (9.3) 
80 17.1 (11.3) 
D.C. 3.0 I 15 3.4 6.2 (24.6) 
D.C. 5.0 I 16 4 9.1 (18.6) 
D.C. 7.0 1 17 5.5 9.5 (18.1) 
A.C. 3.0 I 8 9 3 以下(56) 
A.C. 5.0 1 10 
A.C. 7.0 1 12 
D.C. 3.0 120 
D.C. 5.0 122 
D.C. 7.0 I 28 
D.C. 3.0 122 









I 20以上50 I i (4.6) 
221 20以上(4.8) 
30 1 20以上(4.6) 
グ I 3600以上
12�18 68 
25�31 I 1080 




30�34 I 230 
35�40 I 670 
















































" " I D.C. 7.0 122 401 20以 占 " " 黒平 滑色(8. 
10 20 ! D.C. 3.0 I 20 19| 20以 上 " 1800以 以 明るい灰色(3.3) 平 滑








" " I D.C. 7.0 123 50 1 2 ��以.上4) " " 暗ひいび灰割色れ
11 " I A.C. 3.0 I 13 22 I ， ! ? � 10以下 27 透明の地に銀色の斑点(11. 9) 
" " I A.C. 5.0 I 21 311 20以上 30�35 215 平乳白滑色(8.5) 




































































わ ，Kaiser Aluminium，Chemical Corp. 
Brit.Pat.850， 576 (1961). 
3)，4) J. I. S. H 8601 (1961)ー
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